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『十一人の賊軍』の監督、新潟出身のキャストに聞く
新潟の魅力。作品の中でどのように新潟の魅力が表現されているのか、監督と新潟出身のキャストに新潟の素晴らしさを語ってもらいました。

キャンペーンに参加している11施設をめぐるスタンプラリーを開催します。
県内に点在する11か所のロケ地や観光施設に設置されている専用
スタンプを集めてご応募すると、抽選で素敵な賞品が当たります。

十一 か所

大好きな新潟が舞台となったこの作品に携わることができ、一
生の思い出になりました。クランクアップした後に市島邸の撮影
を見学し、監督やキャストの方 と々新潟で食事をして楽しい一
夜を過ごすことができました。
時代の移り行く中、十一人が命がけで戦った生き様をぜひ、劇
場でご覧ください。そして、豊かな自然、美味しいグルメ、温泉な
どが楽しめる新潟にも旅行に来てもらえると嬉しいです。

生まれ育った新発田が舞台の時代劇に参加できて本当にう
れしいです。地元は私にとってリラックスできる場所。今も頻繁に
帰省しています。
私のお勧めは、ロケ撮影もした新発田城。桜の時期は本当に
美しいです。新潟は空気もきれいで、おいしいものがたくさんあり
ます。県内外の方に、映画のロケ地巡りと食い倒れの旅をして
ほしいですね。

小柳 亮太［新潟市北区出身］

as 辻斬  罪状：辻斬り 
木竜 麻生［新発田市出身］

as 新発田藩家老・溝口内匠の娘・加奈

1993年9月22日生まれ、新潟県出身。東京農業大学在学時に、全日本
相撲選手権でベスト８入りし、大相撲の三段目付け出し資格を取得。そ
の後、時津風部屋所属の四股名「豊山亮太」として活躍した。2016年に
は幕下優勝を果たし、通算幕内26場所に出場して最高位は西前頭筆
頭。引退後は、元大相撲力士のセカンドキャリアの場を創出するなど多岐
にわたり活躍。本作で俳優デビューを飾り、今後の活躍が期待される。

PROFILE
1994年7月1日生まれ、新潟県出身。2014年に「まほろ駅前狂騒曲」で
映画デビュー。2018年に「菊とギロチン」「鈴木家の嘘」で、毎日映画コン
クールスポニチグランプリ新人賞やキネマ旬報ベスト・テン新人女優賞
など数々の映画新人賞を受賞する。主な映画出演作品に『ヘルドッグ
ス』(22)『わたし達はおとな』(22)『福田村事件』(23)『熱のあとに』(24)
などがある。
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制作：新潟県フィルムコミッション協議会
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1. 対象施設に設置してあるキャンペーンのチラシを手に入れる
2. キャンペーン期間内に対象施設に行き、専用スタンプを押す
3. スタンプが集まったらスタンプを押した面を写真に撮り、
 右記の2次元コードよりご応募

【スタンプ欄】新潟県内のロケ地と観光施設を訪れてスタンプを集めよう！

詳しくは裏面を
ご覧ください。

月岡温泉宿泊券
20,000円分

2名様A賞

十一 個
スタンプ 新潟の
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映画オリジナル
グッズセット（非売品）
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にいがたロケ地と観光地
周遊キャンペーン

十一 か所
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20252024

ロケ地と観光施設を巡ってスタンプラリーに参加しよう！

当選者の発表はプレゼントの
発送をもってかえさせていただきます。

ご応募は
こちらから▲
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※写真はイメージです。※写真はイメージです。

©2024「十一人の賊軍」製作委員会

白石 和彌 監督
この映画は、戊辰戦争時の新発田を舞台に、11人のアンチヒーローたちが命を削る戦いを繰り広
げるエンターテインメント時代劇です。ロケハンで、新潟は明治や大正時代の物語のロケに使えそう
な、歴史的建造物が全国の中でも多いことに気付きました。
撮影に町の人も協力的。チャンスがあればまた新潟で撮影したいので、古い建物をこの先も大事
に保存していただきたいですね。撮影時は、新潟のおいしい日本酒をたくさん飲みました。
老若男女が楽しめる作品です。再現した幕末の新潟と新発田の風景も楽しみながらご覧ください。

1974年12月17日生まれ、北海道出身。1995年に中村幻児監督主催の映像塾に参加したのち、若松孝二監督
に師事。助監督時代を経て、ノンフィクションベストセラー小説を実写化した映画『凶悪』（13）で第37回日本アカ
デミー賞優秀作品賞と監督賞ほか各映画賞を総なめした。さらに、2017年に映画『彼女がその名を知らない鳥
たち』でブルーリボン賞監督賞を受賞すると、翌年も『孤狼の血』を含む3作品で同賞を受賞。近年の主な監督作
は、映画『孤狼の血 LEVEL2』（21）、『死刑にいたる病』（22）、『碁盤斬り』（24年5月）などがある。
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